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ヘッドライン　新課程を意識した指導のあり方
　高等学校の授業にも探究などの取り組みが採り入れられ，大学入学共通テストの傾向も以
前の大学入試センター試験とは変化してきている。私立大学や国公立大学の二次試験の問題
も，探究や新課程を意識した以前とは異なる視点の問題が多く見られるようになってきた。
徐々にトレンドが見えだしたこの時期に，これまでの流れをまとめながら，今後はどのよう
になっていくのか，どうあるべきかなどについて考える。また，新課程における大学入試問
題の傾向や注意点に加え，中学入試や高校入試の理科の内容も含めて考える。
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次号ヘッドライン  高校の実験室でできる化学研究のテーマの立て方

　愛知県立一宮高等学校は，愛知県立第六中学校と一宮町立高等女学校を源とし，
昭和 23 年に県立一宮高等学校として設置され，平成 30 年には創立 100 周年を迎え
た伝統校です。平成 15 年から現在まで，文部科学省から SSH事業の実践校に指定
を受け，大学等の研究機関と連携事業の開発を行い，最先端の科学に対する生徒の
興味・関心や科学的探究活動に対する資質・能力を高める様々な取り組みを進めて
います。

表紙の言葉　愛知県立一宮高等学校
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